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静岡地学第 49号 (1984)

淵丸尾溶岩流 (2)
~腐域に分布する新富士火山溶岩流~

間人間語一地学こぼれ話 (14)一

小JlI賢之輔*

大淵丸尾溶岩流用域の地質に関する従来の総括的業績は、、富士山地質図(5万分 1)同説明書(津

1968)かが唯一のものであった。その当時は、山麓の開発が余り進んでいなかった為に、フィール

ドは原生林が多く、道路も限られていた。また二次林域は厚いロームに覆われて、露頭はきわめて少

なかった。この様な悪条件下での地質調査は、多くの国難を伴ったものと推察される O

士火山の各溶岩流の溶岩は、一般に普通輝石@カンラン石を含む玄武宕類である O またこれら

の溶岩は、活動時期の近接した同一火山の噴出物であることから、各溶岩流の岩質が、立に肉眼的

によく似ている O しかし一方では、間一溶岩流であっても、露頭が異なると、造岩鉱物の組織@構

造が異なり、一見岩質が異なって見える場合があり、この事は同一露頭でさえしばしば遭遇する現象

である O 従って、フィールドで同一の溶岩流であることを確認するためには、広域にキメ細かく観察

すること、各溶岩流の上@下関係や境界を的確に捕えることと、検鏡を綿密に行うことが特に必要で

ある O また植生に覆われるフィールドでは、冬期の落葉時期をねらうことと、調査ルートとして道路@

工事現場@谷を選ぶことが大切であり、殊に地形をよく読むこともまた大切である O

本地域の西端に位置する木和田窪部落の北方、東富士本の岩倉学圏構内で、第二次世界大戦中、
みさか

油探査の目的で実施された ボーリング@データかによれば、海抜 81m以下に御坂層相当の

地層が横たわり、これを覆って、海抜 300mまで愛鷹火山噴出溶岩類が分布している O 更にこれを覆っ

て標高 700mの地表まで、富士火山噴出物が、下位より }I蹟に、吉富士泥流@新富士火山大淵溶岩流@

曽比奈溶岩流 I'""'-'II.笹場溶岩流 I'""'-'II.勢子辻溶岩流が分布している O

ここでは、大淵丸尾溶岩流分布域周辺に分布する、富士火山溶岩流について、下位より }I損に上位に

むかつて概説する O

〔古欝士火山玄武岩溶岩流〕

古富士泥流:この泥流は、前述の岩倉ボーリングによれば地下 300'""'-'400m付近に発見されている

が、大淵丸尾溶岩流分布域周辺には露頭は無く、溶岩流の分布を裏付けるデータはない。

〔新富士火山!日期玄武岩溶岩流〕

大淵溶岩流津屋 (1968)が新富士火山の基底溶岩とした大淵溶岩流は、大規模で分布域の広い溶

岩流であるが、大淵丸尾溶岩流分布域周辺には全く露出していない。しかしながら、地下深所にはこ

の溶岩流が存在することは、ボーリング@データの示す通りである O

早 l'~ 
曽比奈溶岩流:この溶岩流は、大淵溶岩流に次ぐ大規模な溶岩流で、富士火山南麓では、大瀧溶岩流

を って分布し、その岩棺により されている O

*静岡県地学会会長
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1 )曽比奈溶岩流 1:この溶岩流は、曽比奈溶岩流下位の溶岩流で、大淵丸尾溶岩流分布南域では、

笹場溶岩流II..勢子辻溶岩流に広く覆われており、地域西方のガラン沢@地域中央部の滝}I[および、

地域東方の赤掛川一千賊}I[ ..県道今宮-勢子辻線に添って、谷底@河岸@路傍など 24箇所に、窓様に
かざさ

分布している O それらのうち、今宮浅間神社の東側@桑崎附近 e 勢子辻南方の 3笛所を除けば、露頭

はいず、れも小型である O この溶岩は、暗灰色ないし黒灰色の、一見無斑品質の含普通輝石カンラン石

玄武岩で、よく見ると暗色の斜長石の斑晶がパラパラと含まれている O

2 )曽比奈溶岩流II:この溶岩流は、曽比奈溶岩流上位の溶岩流で、大淵丸尾溶岩流分布域附近で

は、西方のガラン沢流域e東棋の滝川流域。勢子辻F付近と、その北方の勢子辻溶岩流分布域(小露出)、

および県道裾野-富士一富士宮線(I日十里木街道)北方の、大淵丸尾溶岩流中 2箇所の窓様小露出。

丸火自然公醤富士見ケ治西方の、笹場溶岩流分布域中の小露出など?箇所に、上位の溶岩流に覆われ

ながら露出している O またそれらのうち、大淵丸尾溶岩流と る滝川流域の露頭と、ガラン沢流
なないろいし

域の 2箇所を除けば、露頭はいずれも小型である O

線(丸火公圏管理道路)の路傍などに存在している O

は、少年自然の家東方の、

この は、 いし を呈し、粒筏9mm以下で白色大形の、粒状ないし

状の斜長石を カンラ ある O こ は、ハンマーで破砕すると、

破断面がやや光沢のある、アラレ状の細角様になる特徴がある O

笹場溶岩流 1"II (新幹、):津屋 (1968) の今宮溶岩流 1" 

るO この溶岩流は、下位の って、

を一括新称する

に広く分布し

はさは、この溶岩流を分類するに

@活再域)の対比@分類と、 と西域に両新された溶岩流分布のパタ

ンや重字詰したようである O

しかしながら、上記の溶岩の岩相の相違は、同一溶岩流の溶岩を形成する造岩鉱物の、

の局部的~部分的変化として、各露頭で一般的に観察されることと、

人為的に区分することには意味が認められないこと、累積する津屋 (1968)

あ

じく今宮溶岩流血タイプの溶岩が挟在する事実(今宮一桑崎間の工事現場)などから、今宮溶岩流ト

IIIの両者を一括することとした。溶岩流名の混乱を避けるために、分布域の地名をとっ

IIと新称した。従って、津麗(日部)の今宮溶岩流トIIIに覆われた(下位の)

1968) は、

北域で日本ランド溶岩流と大淵丸尾溶岩流に

している O また、この溶岩流は、大獄丸尾溶岩流中に 4

に2留所、窓様に小露出している O この溶岩は、

粒状~板状の粒径 3'"'-'0. 5 mmの斜長石を多量に含む、

e 日本ランド

し、

カンラン

武岩である O またこの溶岩は、部分によって告@岩右の綴密度 e組織@構造が一様でない。
ずなぎわ

砂沢漆岩流:この溶岩流は、大潟丸尾溶岩流分布域周辺では、上位の溶岩流に広く覆われているた

めに、いずれも窓楼に小露出している O すなわち
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塚線の路傍にそれぞれ 1笛所ずつ、日本ランド湾岩流中に、小露出しているに過ぎない。

この溶岩は、暗青灰色ないし濃暗灰色を皇し、粒径 7~lmm、暗灰色@粒状~板状の斜長石を多量

に含む子し質の含普通輝石カンラン石玄武岩である O またこの溶岩は、各露頭@各部分によって、色@

岩石の徹密度@組織@構造が一様でない。更にまたこの溶岩は、笹場溶岩流IIの溶岩と岩相が酷似し、

検鏡の上からも区別し難い上に、関係的に対比すべき良好な露頭も見付かっていない。しかしながら、

上述の特徴に加えて、溶岩流の分布のパターンなどを考慮すれば、この溶岩流は、むしろ笹場溶岩流

IIと見なした方が自然かもしれない。

勢子辻溶岩流(新称)::津屋 (1968)の勢子辻溶岩流とガラン沢溶岩流を一括総称する溶岩流である O

この溶岩流は、下位の曽比奈溶岩流 I-II"笹場溶岩流 I-II。砂沢溶岩流を広く覆って、大淵丸尾

溶岩流用辺に分布している O (1968) はこの溶岩流を分類するに当って、主として多量に含まれ

るカンラン石の斑品に注目し、変質を受けていないカンラン石を含む溶岩をガラン沢溶岩とし、変質

を受けて玉虫色の光沢を呈するカンラン石を含む溶岩を勢子辻溶岩とし、ガラン沢溶岩流は勢子辻溶

岩流を覆って、北域に分布するものとされたようである O しかしながら、上記ニ溶岩の岩相の相違は、

溶岩流の部分的な岩相の変化~相違として、全域で一般的に観案され「両者を厳密に区別し難い。従っ

て、両者を人為的に二分することには意味が認められないという観点から、両者を一括し、タイ

頭の地名と、津屋 (1968) の命名を尊重して、勢子辻溶岩流と新称することとした。

大淵丸尾溶岩流の周辺に分布する勢子辻溶岩流は、大淵丸尾溶岩流より東域と西域に分布し、大淵

丸尾の中域以北および西域では、日本ランド溶岩流によって広く覆われている O また日本ランド

流分布域内に、 2箇所の勢子辻溶岩流の窓様小露出が存在している O

この溶岩は、暗背灰色ないし濃暗灰色を呈し、断口は粗認で、綾密質ないし微孔質、含まれる

は灰色・粒状で、粒径 1~O.5mm のものが多いが、粒箆 2mm 前後のものも多少含まれる O ま

は粒径1.5mm以下のものを多く含み、カンラン石は一般に、粒径1.5mmで多量に含まれて

いる O 更に造岩鉱物としてのこのカンラン石は、新鮮なもののみを含む部分@変費して玉虫色の光沢

をもつもののみを含む部分@新鮮なものと変質したものを共有する部分が、溶岩流上に雑然として混

。分布している O 溶岩の岩質は、合普通輝石シソ輝石カンラン石玄武岩である O

日本ランド溶岩流:この溶岩流は、勢子辻i容岩流に引き続いて噴出した溶岩流で、大潟丸尾溶岩流

の北域前近では、下位の溶岩流を覆って、主として県道裾野-富士一富士宮線附近以北に広く分布し、

しばしば溶岩揚裂を形成している O また林道境塚線的近以北では、富士火山の新期噴出火山灰@
こてんひ

流に広く覆われている O 更にこの溶岩流辻、大淵丸尾溶岩流中に 19笛所 "IJ¥天狗溶岩流中に 5箇所、

小露出している O

この溶岩は、暗青灰色ないし濃青灰色を呈し、粒径 7mm以下半透明および灰白色@自形ないし半

白形~粒状ないし板状の斜長石を多量に含み、ごくまれに変質したカンラン石の微粒を認める、含カ

ンラン石普通輝石玄武岩である O また一見笹場溶岩に似ているが、野外では新鮮で光輝のある、

明の斜長石が特徴的に多いのに気付くであろう O

〔新富士火山新嬬玄武岩溶岩流〕
こてん<:

.IJ¥天狩丸尾溶岩流:この溶岩流は、 なったため ζ形成さ
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1，700 m附近の側火山、ノト天狗山噴出の流動性の大きい丸尾溶岩流である O 溶岩流は稜線によって

二分され、主として日本ランド溶岩流を覆って、逆V字状に流下@分布している O この溶岩流は、大

淵丸尾溶岩流周辺では東域に分布し、一部で勢子辻溶岩流を覆い、一部大淵丸尾溶岩流に覆われ、一

部側火山東臼塚噴出溶岩流によって狭長に覆われている O また東臼塚溶岩流分布域には、小天狗溶岩

流が 3箇所以上窓様に小露出し、しばしば溶岩樹型を形成している O

この溶岩流は、厚さ数mの岩板を形成する溶岩と、黄褐色ないし紅褐色を呈する、凝固不良の火山

@火山燦凝灰岩などの自破砕溶岩から形成されている O 溶岩の岩質は、

いし濃暗灰色 る に微孔質の部分の寄在する、合シソ カンラ

ある O は、 1mm以下の @粒状で、部分により は変化に富ん

でいる O

自塚丸尾溶岩流:この溶岩流は、側火山東臼塚噴出の、流動性の大きな溶岩流である O 小天狗溶

岩流の西側に沿っ に分布し、数箇所で小天狗溶岩流上を流下しながら、大淵丸尾溶岩流の北東

域に達している O 津屋 (1968) は、この溶岩流上を小天狗溶岩流が流下したものとしたが、両溶岩流

の上下関係は、津屋の報告とは逆になっていることが確認された。この溶岩は、濃暗灰色を呈し、粒

径 6'"'-'1 mm士、半透明~灰白色@半白形の斜長石を多量に含む、多孔質の普通輝石カンラン石玄武岩

である O この溶岩はまた、色@造岩鉱物の組織@構造など岩石の一般的特徴が、大潟丸尾溶岩流に酷

似し、活動期の近い噴出物である O

新期風化火山灰麗:この火山灰層は、新富士火山噴出ローム窟と時ばれ、一般}謹厚 2m内外で、!日

期溶岩流を広く覆って分布している O この口一ム層は、下部は黄褐色であり上部は黒色を呈して

あるいは、クロボクと呼ばれている O

ずな

黄褐色ローム層は、一般に層厚1.5m内外で、地層中に砂沢ラピりをはじめ他のラピりを各種の割

合で含み、国結の進んだ部分はアカマサを形成している O カワゴ平ノfミスをはじめ、他地域の火山噴

出物を挟在し、下部には基底溶岩源の、火山角擦を含んでいる O

は、一般に麗厚 1m内外以下の腐植質風化火山灰層で、大淵スコリア摺の薄層を挟在してい

るO 地層中にしばしばラピリを各種の割合で含み、酉結の進んだ部分はエカスマサを形成している O

下位の黄掲色ローム層とは、層厚数 10cmの漸移帯を挟んで整合している O

大淵スコリアは一般に黒色@コークス状の火山擦で、表部は褐色を呈し、粒径 2cm以下@摺厚 10'"'-'20

cmである O 分布域は指向性があって、大淵丸尾溶岩流分布域では、次郎長町一大坂間に西の境界があ

り、北東の日本ランド有料道路のゲート北側の、無名側火山で粒径が最大(φ=30cn1)に達している O

しかしながら、このスコリアに酷似する別のスコリアが、他にも

待される O
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